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 論文審査結果の要旨
 乾燥収縮に起因するひび割れの制御設計法を確立することを目的として,①普通コンクリートのひび
 割れ予測法,②ひび割れ抑制に有効な材料を使用したコンクリートの開発,③ひび割れ抑制を施したコ
 ンクリートのひび割れ予測法について検討しており,これらの検討から提案したひび害llれ制御設計法を
 実構造物に適用し,その有用性を実証している。本論文はその成果をまと誇たものであり,全8章から
 構成されている。
 第1章は序論であり,第2章では本研究に関連する既往の研究について述べている。『
 第3章では,3-E(stre鍵resis㎞ce)モデルから算定できるひび割れ発生確率を制御目標値としたひび
 割れ制御設計法を提案している。これまでに,乾燥収縮ひび割れに関する制御設計法の報告は無く,こ
 の提案は乾燥収縮ひび割れの性能設計を行う上で有用な提案である。
 第4章では,乾燥収縮ひずみに与える影響程度と体積表面積比の影響程度を実験的に明らかにし,部
 材レベルの乾燥収縮ひずみを予測する手法を提案している。また,有効ヤング係数法を用い㊧重ね合わ
 せ法の基本式を拡張し,実部材の収縮拘束応力を簡便に算定できる式を提案している。乾燥収縮に関連
 する知見は,大規模な実験や5年程度の長期間の実験から得られた結果であり,工学的にも有益な知見
 である。また,収縮拘束応力算定式や変動係数および安全率に関する知見は,乾燥収縮ひび割れの性能
 設計を実現する上で有用な知見である。・
 第5章では,ひび割れ発生の抑制に有効な材料を混入したコンクリートについて丁軸拘束ひび割れ試
 験を行い,独自の評価指標を導入してひび割れ抵抗性を定量的に評価している。その結果,膨張材と収
 縮低減剤を併用したコンクリートの場合に,ひび割れ抵抗性が最も高いこと,また膨張材単独で使用し
 た場合に比べて膨張量が増加することなどを明らかにし,ひび割れ低減コンクリートとして提案してい
 る。これまで,ひび割れ抑制に有効とされる材料について,材料単体の効果や組み合わせた効果が定量
 的に解明されているとは謡い難く,これらの知見は工学上有馬な知見である。
 第6章では,主にひび割れ低減コンクリートのひび割れ抑制効果を定量的に評価・予測することを目
 的として,膨張材を用いたコンクリートの若材齢クリープ実験を行い,若材齢のクリープ係数が最大11
 程度と非常に大きいことを明らかにし,実験結果を再現できる膨張コンクリートのクリープ式を提案し
 ている。更に,提案したクリープ式を用いて応力解析を実施し,提案したクリープ式の妥当性と,普通
 弓鍍域における線形ク野捌の適用性を難している。普闘鍍域の膨張コンタ砺トに関して,若
 材齢のクリープや線形クリープ則の適用性を検証した報告は無く,工学上重要な知見である。
 第7章では,本研究で提案したひび割れ制御設計法を実構造物におけるデッキスラブに適用し,第5
 章で述べたひび割れ低減コンクリートの採馬を立案すると共に,実構造物のひずみ計測を実施して,そ
 の予測精度が高いことを実証している。これまでに乾燥収縮ひび割れの性能設計を実施した事例は無く,
 工学上有益な知見である。
 第8章は結論を述べている。
 以上要するに,本論文は,コンクリートの乾燥収縮に起因するひび割れ発生の制御設計法の確立を目
 的として,ひび割れ発生の予測法ひび割れ抑制に有効な材料を用いたひび割れ低減コンクリートの開
 発,並びにひび割れ抑制を施したコンクリートのひび割れ発生の予測法について明らかにしたものであ
 り,建築材料学の発展に寄与するところが少なくない。
 よって,本論文は,博士(工学)の学位論文として認める。
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